
平成２９年度予算は次表に定めるところによる。

１　歳　入 （単位：千円）

科　　目 本年度予算 前年度当初予算 差 額 説　　明

 負担金 59,000 53,000 6,000 八戸市一般会計より

 補助金 0 0 0

 雑収入 0 0 0

 繰越金 0 0 0

歳入合計 59,000 53,000 6,000

２　歳　出 （単位：千円）

科　　目 本年度予算 前年度当初予算 差 額 説　　明

 謝礼 0 36 △ 36 報償費

 旅費 0 599 △ 599 費用弁償、旅費

 需用費 5,929 5,339 590 バスマップ、等間隔運行リーフレッ
ト印刷経費等

 役務費 32 27 5 切手代、振込手数料

 委託料 52,902 46,860 6,042
八戸公共交通アテンダント活動事業、
地域公共交通再編実施計画策定業務等

 使用料及び貸借料 0 0 0

 備品購入費 0 0 0

 負担金及び補助金 137 139 △ 2 運行支援経費等

 予備費 0 0 0

歳出合計 59,000 53,000 6,000

平成29年3月23日

八戸市地域公共交通会議
  会長　八戸工業大学　教授　武山　泰

平成２９年度予算（案）
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平成２９年度事業費内訳

需用費 役務費 委託料
負担金及

び
補助金

報償費 旅費

市営バスと南部バスの八戸駅線の等間隔・共同運行に
ついて、チラシ・リーフレットにより周知・広報することに
より、八戸駅を利用する市民や観光客の更なる利用促
進を図る。
チラシ5,000部、リーフレット15,000部

再編する八太郎幹線軸（等間隔・市営バスと南部バス
の共同運行）について、チラシ・リーフレットにより周知・
広報することにより、八太郎幹線軸を利用する市民の
更なる利用促進を図る。
チラシ5,000部、リーフレット15,000部

鉄道・路線バス・タクシーの組み合わせで、移動できる
公共交通ｻｰﾋﾞｽの小冊子を作成する。
小冊子20,000部

深夜乗合交通の利用を促すためのチラシ・リーフレット
を作成する。チラシ5,000部、リーフレット10,000部

中心市街地の５箇所の停留所「八戸中心街ターミナル」
について、リーフレットにより周知・広報することにより、
路線バスを利用する市民や観光客の更なる利用促進を
図る。
リーフレット10,000部

運行路線変更に伴い、交通拠点に設置しているターミ
ナルツールラックの路線図を修正し、更なる利便性を図
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３箇
所　（本八戸駅・はっち・旭ヶ丘営業所）

路線バス沿線の魅力スポットをバスで巡る「お出かけ機
会」を提案するための小冊子「バスさんぽ」を印刷・配布
する。
35,000部

バスマップを作成し、転入者・利用者等へ作成・配布し、
分かりやすいバス利用環境を整備する。
17,000部（予定）

大学・短大生限定企画乗車券について、チラシ・リーフ
レットにより周知・広報することにより、更なる利用促進
を図る。
乗車券3,000部、チラシ2,000部

4-1

路線バス上限運賃化制度の一環として実施している企
画乗車券「まちパス300」の発行を支援し、初乗り運賃が
上がった近距離帯の利用者離れを防止しながら、中心
街の回遊性を高め、バスの利便性向上を図る。
乗車券4,000部、チラシ5,000部

小規模需要対応交通
運行プロジェクト

1-3

1-4
交通ターミナル

乗継機能強化プロジェクト

事業の名称 事業内容
全体
事業費

備考
事業費内訳

1-1
市内幹線軸

品質向上プロジェクト

(1)等間隔・共同運行チラシ・リーフレット作成経費（八戸駅
線）

451 451 継続

1-2
複数交通モード

連携サービス提供プロジェクト

(3)公共交通サービスの案内用小冊子作成経費

1,210 1,210 継続

(4)深夜乗合交通チラシ・リーフレット作成経費

300 300 継続

(6)ターミナルツールラック路線図修正業務

380 380 新規

(5)八戸中心街ターミナル周知用リーフレット作成経費

258 258 継続

2-2 「育てる公共交通」
実践・普及プロジェクト

(7)バスさんぽ印刷費

1,488 1,488 継続

(8)Ｈ30年度版バスマップ印刷費

1,674 1,674 継続

継続

(10)まちパス300企画乗車券・チラシ印刷費

60

新規

60

1-1
市内幹線軸

品質確保プロジェクト

(2)等間隔・共同運行チラシ・リーフレット作成経費（八太郎
線）

451

「情報ツール」利用拡大プロジェクト

(9)キャンパス４企画乗車券・チラシ印刷費

77

3-1

路線バス運賃体系再構築
プロジェクト

新規

77

451
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公共交通の乗継環境の改善と利用促進を図ることを目
的として、八戸駅やバス車内、バス停にアテンダントを
配置し、市民及び観光客等を対象として、目的地と移動
手段をトータルで案内するとともに、公共交通の利用促
進・ＰＲ活動を実施する。

高頻度運行を実現している市内幹線軸の品質維持のた
め、バスに対するイメージの向上による運転士確保と利
用促進を目的として、女性や若年層を対象に路線バス
の仕事の内容のＰＲすると共に、運転体験会を含めた
業務説明会を開催する。

(1)小中学生を対象としたＭＭの実施
(2)中心街の企業を対象としたＭＭの実施
(3)地域と連携したＭＭの実施
(4)既存バス網を活用した「日帰り企画乗車券」等の販
売支援・促進業務の実施

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の改正
に伴い、新たに策定した「八戸市地域公共交通網形成
計画」を基づき、地域全体を見渡した面的な公共交通
ネットワークの再構築に関する新計画を策定する。

振込手数料、印紙代、切手代、封筒代 129 97 32

59,000 5,929 32 52,902 137 0 0

34,182 継続

2-1
　

2-3

4-5

市内幹線軸品質確保プロジェクト

公共交通「みんなでかいぜん」プロジェクト

公共交通における人材確保支援プロジェクト

(12)バスのお仕事周知促進事業

2,992 2,992 継続

2-1
　

2-2

3-1

　
「育てる公共交通」（協働交通）構築プロジェ
クト

「育てる公共交通」実践・普及プロジェクト

「情報ツール」利用拡大プロジェクト

(13)対象者を絞った各種ＭＭ事業

5,260

新規

事務費

5,260

地域公共交通再編実施計画策定業務委託
10,088

　
1-4
　

2-2

2-3

交通ターミナル乗継機能強化プロジェクト

「育てる公共交通」実践・普及プロジェクト

公共交通「みんなでかいぜん」プロジェクト

34,182

総合計

(14)地域公共交通再編実施計画策定業務委託

10,088

継続

(11)八戸公共交通アテンダント活動事業



資料２－３

　新大橋が位置する市道沼館小田線は、市街地の環状道路網（都市計画道路３・４・８号白銀沼館環 

状線）を形成する幹線道路であり、津波避難路及び第２次緊急輸送道路としての役割を担う重要な路

線となっている。 

１　経緯

　新大橋は、１級河川馬淵川に昭和３０年に架設され、以来約６０年が経過し、床版が腐食するなど

老朽化が著しい状況であることから、平成２５年度に橋梁健全度調査、平成２６年度に橋梁予備設計

を行い、「大規模修繕案」と「架け替え案」について比較検討を行った。

　そして、経済性、通行の安全性、河川への影響を総合的に評価し、平成２７年３月、「架替え」の

整備方針を決定した。

　その後、平成２７年度に橋梁詳細設計、平成２８年度に道路詳細設計を行うとともに、馬淵川の管

理者である国土交通省等、関係機関・関係者と協議を行ってきた。

　現在、平成３０年度の工事着工を目指して準備を進めている。

２　事業の必要性

（１）経年劣化による上部工鋼部材や床版等の腐食が著しく、早期の対策が必要。

（２）歩道幅員が1mと狭く、歩行者・自転車の通行に支障となっている。

（３）橋脚数が多く、河積阻害率の基準(５％以内)を満たしていない。（現況７．３８％）

（４）現行道路橋示方書による耐震性能を満たしていない。

事業区間　L=720m

３　事業概要

    ➢路    線     名 ：市道沼館小田線（都市計画道路３・４・８号白銀沼館環状線） 

    ➢延  長･幅  員 ：延長７２０m、幅員１４．５ｍ（車道３．２５m、路肩０．５ｍ、歩道３．５ｍ）

　 ➢新    大     橋 ：橋長３００ｍ、上部工:鋼６径間連続鈑桁橋、下部工７基

　 ➢新大橋河原木跨線橋　：橋長１９．２m、上部工:単純鋼合成床版橋、下部工２基

    ➢規            格 ：第４種１級、設計速度５０ｋｍ／ｈ、２車線 

　 ➢工  事  着  工 ：平成３０年度着工を目指す

    ➢工  事  期  間 ：工事着工後約１０年 

建 設 協 議 会 資 料
平 成 29 年 2 月 14 日
建設部道路建設課

新大橋整備事業について

新大橋 

沼館跨線橋 

新大橋 

河原木跨線橋 新大橋 

馬
淵
川→

 

右岸 

（沼館側） 
左岸 

（八太郎側） 

八戸ゴルフ倶楽部 
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資料２－３

４　計画断面図

　 ➢新大橋（架け替え整備）

５　今後のスケジュール（予定）

・関係機関協議 ：平成２９年度

・既設橋撤去 ：平成３０～３５年度

・新橋下部工 ：平成３３～３６年度

・新橋上部工製作・架設 ：平成３７～３８年度

・道路工（取り付け道路） ：平成３７～３９年度

・供用開始予定 ：平成３９年度

６　工事期間中の交通対策

・新大橋周辺の土地利用及び施設の状況のほか、経済性、新橋のすみやかな供用開始の観点から、

　現位置架け替え（仮橋無し）とし、工事期間中は新大橋を全面通行止めとする。

・これにより、現在の交通量が周辺道路へ迂回することになるため、交通負荷が大きくなると想定

　される交差点等について、交通渋滞を緩和するための道路改良等を交通対策会議において検討し

　ていく。

 　➢交通対策会議構成員

・警察関係者（八戸警察署）

・道路管理者（国、県、八戸市）

・交通事業者（八戸市交通部、南部バス(株)、八戸市タクシー協会、青森県トラック協会）

・市関係職員

７　交通対策（案）の概要

　 ➢交通対策（案）の内容
・沼館四丁目交差点（沼館交差点北側）及び周辺交差点における、路面標示の変更、信号現示の調

　整等

・抜け道生活道路の安全対策（道路照明、カラー舗装化、カーブミラー設置など）

　 ➢交通実証実験の実施

・工事期間中、新大橋の全面通行止めにより、周辺道路の交通渋滞等の影響が想定されることから、

　交通対策の実施後、実際に新大橋を通行止めとする交通実証実験を行い、交通対策の効果を検証

　する。

・実証実験は平成２９年度の実施を予定しているが、実施にあたっては、その内容・必要性につい

　て広く市民に理解していただくため、市民広報の他様々な媒体により周知を図る。

【現況】 【計画】 

9000 
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■新橋ルートの検討

　 【通行止めとし、橋梁の架け替えを行う】　　

【別途下流に交通を切り回し、橋梁の架け替えを行う】

【別途上流に交通を切り回し、橋梁の架け替えを行う】

【現橋梁を利用しつつ、別途下流に橋梁の整備を行う】

【現橋梁を利用しつつ、別途上流に橋梁の整備を行う】

各ルートの評価

・取付道路沿いの八戸ガスタンク施設

について、車両が道路から逸脱しタン

クへ衝突するリスク等、保安上の理由

から上流側へのルート変更は不採用。 

・高圧送電線が河川を斜めに横断し、

低水路付近が一番のたるみとなってい

る。高圧線との離隔距離が確保できな

いことから、下流側へのルート変更は

不採用。 

第５案 

採用 

・橋台の撤去･設置工事において、堤

防保護のための仮締切を行うが、これ

を避けるため仮橋位置と現橋との離隔

距離が約100m程度必要となる。 

・八太郎側鉄道を跨ぐ仮橋を設ける必

要がある。 

・既存堤防を活用するため、直角に折

れ曲がる線形となり、安全かつ円滑な

交通を確保出来ない。 

・以上、仮橋設置に相当の期間と費用

を要するため不採用。 

・現位置における施工であるため施工

性に特に問題なし。 

・周辺道路へ迂回することになり、交

通負荷が大きくなる交差点について、

改良等必要な対策を講ずる必要がある。 

第３案 

不採用 

第４案 

不採用 

第１案 

不採用 

第２案 

不採用 

（
主

)八
戸
百
石
線

 
（
主

)八
戸
百
石
線

 

馬淵川 撤去・再設置 

（
主

)八
戸
百
石
線

 

馬淵川 

既設橋 
既設橋の通行可 

新設橋梁 

馬淵川 

新設橋梁 

既設橋の通行可 

既設橋 

第１案 新橋隣接設置 ”上流側” 案 

ガスタンク 

第２案 新橋隣接設置 ”下流側” 案 

鉄塔・高圧線 

第３案 現位置架け替え ”上流側仮橋設置” 案 

（
主

)八
戸
百
石
線

 

馬淵川 仮設橋梁 

撤去・再設置 

仮設橋を通行 

第４案 現位置架け替え ”下流側仮橋設置” 案 

第５案 現位置架け替え ”周辺路線へ交通迂回（仮橋無し）” 案 

概要図 比較案 

本
線
別
ル
ー
ト
案
（
既
設
橋
の
通
行
可
）
 

現
位
置
ル
ー
ト
案
（
通
行
用
仮
橋
あ
り
）
 

現
位
置
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（
通
行
用
仮
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な
し
）
 

（
主

)八
戸
百
石
線

 

馬淵川 

仮設橋梁 

仮設橋を通行 

撤去・再設置 

鉄塔・高圧線 

・橋台の撤去･設置工事において、堤

防保護のための仮締切を行うが、これ

を避けるため仮橋位置と現橋との離隔

距離が約100m程度必要となる。 

・八太郎側鉄道を跨ぐ仮橋を設ける必

要がある。 

・既存堤防を活用するため、直角に折

れ曲がる線形となり、安全かつ円滑な

交通を確保出来ない。 

・以上、仮橋設置に相当の期間と費用

を要するため不採用。 
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資料　2-4

toshisei
長方形





ターミナルツールラック路線図修正業務 

新大橋整備事業に伴い、路線バス運行路線変更が生じる
ことから、本八戸駅・はっち・旭ヶ丘営業所、３箇所の交通
拠点に設置してあるターミナルツールラック路線図を修正し、
更なる利便性を図る。 

資料　２－５



 資料　２－６

toshisei
長方形





地域公共交通再編実施計画策定業務 

 

【上位計画】 

第２次八戸圏域

公共交通計画 

青森県地域公共交通

網形成計画(H28.3) 

第 6次八戸市総合計画(H27.9) 八戸市まち･ひと･しごと創生総合戦略(H27.10) 

【関連計画】 

八戸市都市計画マスタープラン(H29 年度) 

八戸市立地適正化計画(H29 年度) 

第２期八戸市中心市街地活性化基本計画 

第２次八戸市環境基本計画 など 

八戸市地域公共交通網形成計画 

八戸市地域公共交通再編実施計画 

第２次八戸市地域公共交通総合連携計画 

▲計画の位置付け 

基本理念の継承 必要な改訂 

H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35以降

上位計画

関連計画

公共交通

第６次八戸市総合計画（H28～H32）

八戸市都市計画マスタープラン計画（H30～H50）

八戸市立地適正化計画（H30～H50）

八戸市地域公共交通網形成計画（H28～H34）

八戸市地域公共交通再編実施計画（H30～H34予定）

※基本的な方針（基本理念、方針、目標、ネットワーク将来像）：約20年後を展望

※事業・プロジェクト：７カ年間で優先的に実施すべき施策（リーディングプロジェクト）

見直し・評価

▲計画の期間 

八戸市地域公共交通網形成計画に基づき、今後、持続可能な地域公共交通
網を具体的に実現していくため、交通事業者等同意のもとに「地域公共交通再
編実施計画」を策定します。 

資料　２－７

toshisei
長方形


